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１ 計画策定の趣旨 １ 計画の理念 施策の体系
品川区は、次代の社会を担い、将来の品川区の発展の礎となる子ども・若 次代を担う子ども・若者一人ひとりが、自分らしく生きいきと躍動し、心  １ すべての子ども・若者の健やかな成長と社会的自立への支援

者の健やかな成長を願い、各分野の施策において、様々な取り組みを行って 豊かな大人へと成長していくことは、社会共通の願いといえます。
います。 子ども・若者が地域社会の様々な活動に参加し、心身ともに充実して、他
　しかしながら、少子高齢化やスマートフォン・インターネットの普及等に 者とともに成長していくことを期待します。また、「支援する側」、「支援
よる情報化、ライフスタイルの多様化など、時代の急速な変化とともに、家 される側」という一方的な関係によらない、子ども・若者とすべての人が互
庭や地域をはじめ、子ども・若者をめぐる環境も大きく変わり、社会生活を いに尊重しあい、ともに支えあい生きていく地域社会の実現を目指していき
営む上での困難や新たな課題に対応できずに深刻な状況に直面している子ど ます。
も・若者も存在します。
　こうした状況を踏まえ、品川区は、家庭や地域とともに、すべての子ども・
若者が健やかに成長し、社会生活を円滑に営むことができるようにするため
の支援など一層の推進を図るため、「品川区子ども・若者計画」（以下「本  ２ 社会的自立に困難を有する子ども・若者やその家族への支援
計画」という。）を策定します。

２ 計画の位置付け
○ 子ども・若者育成支援推進法第９条に基づく、「品川区子ども・若者計
画」です。 ２ 基本方針

○ 「品川区第３次次世代育成支援対策推進行動計画」の要素を包含します。 １ すべての子ども・若者の健やかな成長と社会的自立への支援
○ 品川区基本構想や品川区長期基本計画のもと、「子供・若者育成支援推 ２ 社会的自立に困難を有する子ども・若者やその家族への支援
進大綱」や「東京都子供・若者計画」、「品川区子ども・子育て支援事 ３ 子ども・若者の成長を社会全体で支えるための環境整備
業計画」等との整合性を図りながら、今後の施策の枠組みづくりを推進
します。  ３ 子ども・若者の成長を社会全体で支えるための環境整備

３ 施策推進の視点
１ すべての子ども・若者の発達段階に応じて切れ目なく支援する
２ 家庭、学校、地域が一体となって相互に連携する
３ 世代を超えてともに支えあい学び続けられる社会を実現する

４ 計画のイメージ

○ 本計画に基づく取り組みは、保健、医療、福祉、雇用、教育等多岐にわ
たっており、それぞれの分野の専門性を生かした支援とともに、相互の
連携を密にし、総合的な支援を推進します。

○ また、本計画は「社会的自立」の重要性に着目し、青年期の自立に向け
３ 計画の対象 て発達段階に応じた支援を推進します。
０歳から３０歳未満の子ども・若者 ○ 本計画においては、品川区のみならず関係機関における様々な子ども・
※ 施策によっては、40歳未満のポスト青年期も対象とします。 若者支援施策を取りまとめ、品川区の強みと今後取り組みべき課題を見

える化しました。
○ 品川区には長い歴史と伝統を持つ町会、自治会をはじめとしてＮＰＯ法

４ 計画期間 人など様々な活力ある団体が存在します。こうした地域資源を活かし、
本計画期間は、平成３０年度から３４年度までの５年間とします。 実情に応じた支援体制の推進を目指します。

○ 今後も、区民にもっとも身近な存在として、実情に応じた切れ目のない
支援体制の整備を目指します。

「品川区子ども・若者計画」の概要

（計画の位置付けイメージ図）

第１章 計画の策定にあたって

（1）基本的生活習慣の形成と確かな学力の定着を目指す
（2）豊かな人間性を形成し、健やかな心と体をつくる
（3）時代の変化に対応できる力を養う
（4）社会貢献、社会参加、自立を支援する
（5）健康・安全に生活できる力を養う
（6）就業意欲と能力・職業教育、職業訓練、就業支援を充実する
（7）学習の機会を確保するための多様な支援を進める

（1）いじめ問題に取り組み、不登校・中途退学者を支援する
（2）さまざまな障害のある子ども・若者を支援する
（3）ひきこもり、若者無業者（ニート）を支援する
（4）児童虐待防止と社会的養護体制を充実する
（5）非行・犯罪への対策と子ども・若者に対する支援を行う
（6）ひとり親家庭・生活困窮家庭などを支援する
（7）外国籍などで特に困難を抱える人を支援する

（1）家庭の養育力・教育力・親育ちを支援する

（3）地域における多様な活動の場を充実させる
（4）地域における子ども・若者の安全対策を推進する
（5）地域の社会環境の健全化を推進する
（6）情報通信等の社会変化に対応する

第２章 計画の理念・基本方針

（2）家庭・地域と一体となった学校をつくる～品川コミュニティスクール～

（8）こころと体に困難や悩みを抱える人を支援する

第４章 推進体制等の整備

第３章 子ども・若者支援施策の具体的な展開

子ども・若者が社会的自立を目指し、

“しながわ”

すべての人と支えあい、ともに生きていくまち

資料１



子ども・若者が社会的自立を目指し、

すべての人と支えあい、 

ともに生きていくまち“しながわ” 

平成 30年 4月

平成 30年度～平成 34年度（2018 年度～2022 年度）

資料２



は じ め に

これまで、品川区では、長期基本計画において５つの

都市像の１つに「未来を創る子育て・教育都市」を掲げ、

その実現のため、雇用、教育、矯正・更生保護、医療・

保健、福祉等といった各種専門分野から大小 200もの支

援施策を展開してまいりました。

一方、今日の子ども・若者を取り巻く環境に目を向け

ると、共働き夫婦やひとり親家庭の増加、貧困問題や、

就職氷河期世代の不就労状態の長期化など、目まぐるしい変化が生じており、また、

これら諸問題が複雑に絡み合う状況となっているため、近年は、各種専門分野をつな

ぐシステムの構築が課題とされてきました。

こうしたことから、品川区では、子ども・若者計画策定のための専門委員会を立ち

上げ、品川区における子ども・若者像や彼らを取り巻く環境、親をはじめとする大人

の在り方など、様々な角度から分析を行い、既存の個別施策の洗い出しのみならず、

全体的な支援施策についての議論を重ねてまいりました。その結果、総合的な子ど

も・若者育成支援施策への第一歩として、基本指針となる「品川区子ども・若者計画」

を策定するに至りました。

本計画策定にあたっては、本人の社会的自立のみにとどまらず、ともに支えあい生

きていく共生社会の実現という「人々の在り方の多様性」にも配慮しました。それは、

子ども・若者の健やかな成長や豊かな心が多様な関係性の中から育まれると考えるか

らです。次代を担う子ども・若者が自分らしく生き生きと輝く姿は、社会共通の願い

といえますが、同時にそれを温かく見守る大人の存在も重要であり、こうしたすべて

の人がともに生き支えあう姿を本計画ではイメージしています。どうか、区民の皆様

のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、この計画の策定に対してご尽力いただきました青少年問題協議会委員、専

門委員会委員の皆様、そして、数々の貴重なご意見をお寄せいただいた多くの区民の

皆様に心より感謝申し上げます。

平成 30 年３月

   品川区長
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品川区は、次代の社会を担い、将来の品川区の発展の礎となる子ども・若者の

健やかな成長を願い、各分野の施策において、様々な取り組みを行っています。

しかしながら、少子高齢化やスマートフォン・インターネットの普及等による

 情報化、ライフスタイルの多様化など、時代の急速な変化とともに、家庭や地域

 をはじめ、子ども・若者をめぐる環境も大きく変わり、社会生活を営む上での困

 難や新たな課題に対応できずに深刻な状況に直面している子ども・若者も存在し

 ます。

こうした状況を踏まえ、品川区は、家庭や地域とともに、すべての子ども・若

 者が健やかに成長し、社会生活を円滑に営むことができるようにするための支援

など一層の推進を図るため、「品川区子ども・若者計画」（以下「本計画」という。）

を策定します。

○子ども・若者育成支援推進法第９条に基づく、「品川区子ども・若者計画」です。

○「品川区第３次次世代育成支援対策推進行動計画」の要素を包含します。

○品川区基本構想や品川区長期基本計画のもと、「子供・若者育成支援推進大綱」

や「東京都子供・若者計画」、「品川区子ども・子育て支援事業計画」等との整合

性を図りながら、今後の施策の枠組みづくりを推進します。

品
川
区
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画

品川区基本構想

品川区長期基本計画

関
連
計
画

品川区子ども・若者計画

（品川区次世代育成支援対策推進行動計画）
関
連
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○０歳から 30 歳未満の子ども・若者 

 ※施策によっては、40 歳未満のポスト青年期も対象とします。

用語解説（注）

・子ども    乳幼児、学童期および思春期の者です。

・若者     思春期、青年期の者です。 

（※施策によっては、40歳未満までのポスト青年期の者も対象とします。）

・乳幼児期   義務教育年齢に達するまでの者です。 

・学童期    小学生の者です。 

・思春期    中学生からおおむね 18 歳までの者です。 

※思春期の者は、子どもから若者への移行期として、施策により、 

子ども、若者それぞれに該当する場合があります。

・青年期    おおむね 18 歳から 30 歳未満の者です。 

・ポスト青年期 青年期を過ぎ、大学等において社会の各分野を支え、発展させて 

いく資質・能力を養う努力を続けている者や円滑な社会生活を営 

む上で、困難を有する、40 歳未満の者です。 

注：内閣府「子供・若者育成支援推進大綱」に記載の用語によります。

○本計画の期間は、平成 30 年度から平成 34 年度までの５年間とします。 

○社会情勢の変化および国や東京都の動向などを踏まえた上で、適時見直しを行い 

 ます。 

乳幼児期 学童期 思春期 青年期 ポスト青年期
12歳 18 歳 40 歳 

子ども・若者計画 ０歳～30歳未満 

６歳 30 歳０歳

子ども 

若者
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  次代を担う子ども・若者一人ひとりが、自分らしく生き生きと躍動し、心豊か

 な大人へと成長していくことは、社会共通の願いといえます。

  子ども・若者が地域社会の様々な活動に参加し、心身ともに充実して、他者と

ともに成長していくことを期待します。また、「支援する側」、「支援される側」

という一方的な関係によらない、子ども・若者とすべての人が互いに尊重しあい、

ともに支えあい生きていく地域社会の実現を目指していきます。

○子ども・若者の個人としての尊厳を重んじ、その最善の利益が考慮されることを

目指します。

○子ども・若者は社会を構成する重要な主体であり、子ども・若者とすべての人が

互いに尊重しあい支えあい、ともに成長し、生きていく社会を目指します。

○子ども・若者が自立した個人としての自己を確立できるよう、また、地域社会に

自然に参加できるよう、健やかな成長・発達を支援します。

○地域社会全体が、分野、主体の壁を越えて互いに連携し、子ども・若者一人ひと

りの置かれた状況に配慮しながら、きめ細かい支援を行うことのできる環境を整

えます。

○子ども・若者の問題を地域全体の問題として捉え、大人が子ども・若者の手本と

なるよう努め、より良い地域社会となるよう取り組んでいきます。

○品川区に暮らすすべての子ども・若者を地域社会全体で支えます。

子ども・若者が社会的自立を目指し、 

すべての人と支えあい、ともに生きていくまち

“しながわ” 
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○子ども・若者一人ひとりの特性に配慮しつつ、「確かな学力」や「健康と体力」、

「豊かな人間性」などの基礎部分の形成を支援します。

○子ども・若者が、様々な体験や交流を積み重ねることで、自立した個人としての

社会性を育むことができるよう支援します。

○子ども・若者には多様な機会が与えられ、仮につまづいたとしても何度でもやり

 直しのきく社会づくりを推進します。

○様々な困難を有するがゆえに特別な支援が必要な子ども・若者やその家族に対し、

 社会的・経済的な自立ができるよう支援体制を整備します。

○子ども・若者の成長や発達には個人差があります。一人ひとりの成長に配慮し、

 より良く生きることができるよう支援します。

○子ども・若者が困難な状況に陥ることを未然に防止するための取り組みを推進し

ます。

○生まれ育った環境や親の経済状況により、子ども・若者の将来が閉ざされること

のないよう、家庭・地域・行政の役割分担を整理し、必要な環境整備に取り組み

ます。

○品川区には、コミュニティ意識がしっかりと根付いている地域や子ども・若者育

成支援等に積極的に関わりをもつ団体等が多く存在することから、こうした担い

手が活発に活動を展開できるよう支援します。

○子ども・若者育成支援にあたっては、社会のあらゆる分野における構成員がそれ

 ぞれの役割を果たすとともに、相互に協力しながら、分野ごとの縦割りとならな

いようネットワークの強化を図ります。
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○子ども・若者は、自身の成長過程で、家庭から学校、地域へと活躍の舞台を広げ、

社会化していきます。

○乳幼児期から学童期、青年期、ポスト青年期に至るまでのライフステージを見通し、

発達段階に応じた適切な支援が重要です。

○子ども・若者の健やかな成長のために、関係機関が専門性を活かしながら連携し

ていきます。

○子ども・若者の豊かなこころを育むためには、環境を整えることが大切です。

○家庭においては親子の絆を深め、学校においては学力の向上と人間形成を図るこ

とが大切です。そして、地域は、社会性を育む場であると同時に、活躍できる場

であることが重要です。

○家庭、学校、地域が一体となって相互に連携していきます。

○すべての人々が互いを認めあい、大切に思う関係づくりが必要です。

○子ども・若者の育成においては、「支援する側」、「支援される側」といった一方

的な関係性で成り立つものではなく、ともに生き支えあうパートナーであるとの

認識の下、自分らしく活躍できる地域コミュニティを形成し、多様性を受け入れ

ることができる社会を実現します。



９

施策推進の３つの視点
視点１ すべての子ども・若者の発達段階に応じて切れ目なく支援する
視点２ 家庭、学校、地域が一体となって相互に連携する

①乳幼児期 ②学童期 ③思春期 ④青年期・ポスト青年期
人間性の基礎形成 基礎的な知識の習得 基礎的な知識の応用 社会人として自立する時期

社
会
的
自
立
と
共
生
の
実
現

基本方針１ すべての子ども・若者の健やかな成長と社会的自立への支援

基本方針２ 社会的自立に困難を有する子ども・若者やその家族への支援

地域コミュニティの再生、地域の関係づくり（町会・自治会、任意団体、ＮＰＯ等）
基本方針３ 子ども・若者の成長を社会全体で支えるための環境整備

視点３ 世代を超えてともに支えあい学び続けられる社会を実現する

基本理念 子ども・若者が社会的自立を目指し、すべての人と支えあい、ともに生きていくまち“しながわ”

心身の健全な発達を図る 社会人への準備段階

基本方針と発達段階に応じた支援

障害・心と体の成長に困難（難病・自殺・性同一性障害等）
ひ と り 親 家 庭 ・ 生 活 困 窮 な ど

いじめ・不登校・中途退学 ひきこもり・ニート
児童虐待・社会的養護（児童養護施設、乳児院・養育家庭）

非 行 ・ 犯 罪
外国籍などで特に困難を抱える人（コミュニケーションに困難を抱える人など）

基本的生活習慣

確かな学力の定着

健康で安全な生活
豊かな人間性

就業意欲・能力学習機会の確保
社会参加、社会貢献

時代の変化への対応力健やかな心と体

家庭の養育力・教育力・親育ちの支援

地域の見守り

情報通信等の社会変化への対応

社会環境の健全化

家庭・地域と一体となった学校

多様な活動の場

再挑戦が可能な社会

居場所づくり
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（１）基本的生活習慣の形成と確かな学力の定着を目指す

（２）豊かな人間性を形成し、健やかな心と体をつくる

（３）時代の変化に対応できる力を養う

（４）社会貢献、社会参加、自立を支援する

（５）健康・安全に生活できる力を養う

（６）就業意欲と能力・職業教育、職業訓練、就業支援を充実する

（１）いじめ問題に取り組み、不登校・中途退学者を支援する

（２）さまざまな障害のある子ども・若者を支援する

（３）ひきこもり、若者無業者（ニート）を支援する

（４）児童虐待防止と社会的養護体制を充実する

（５）非行・犯罪への対策と子ども・若者に対する支援を行う

（６）ひとり親家庭・生活困窮家庭などを支援する

（７）外国籍などで特に困難を抱える人を支援する

（８）こころと体に困難や悩みを抱える人を支援する

（１）家庭の養育力・教育力・親育ちを支援する

（２）家庭・地域と一体となった学校をつくる～品川コミュニティスクール～

（３）地域における多様な活動の場を充実させる

（４）地域における子ども・若者の安全対策を推進する

（５）地域の社会環境の健全化を推進する

（６）情報通信等の社会変化に対応する

（７）学習の機会を確保するための多様な支援を進める

基本理念  子ども・若者が社会的自立を目指し、 

すべての人と支えあい、ともに生きていくまち“しながわ” 

基本方針１ すべての子ども・若者の健やかな成長と社会的自立への支援

基本方針２ 社会的自立に困難を有する子ども・若者やその家族への支援

基本方針３ 子ども・若者の成長を社会全体で支えるための環境整備
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事業の対象について 

※乳幼児期（０～５歳）、学童期（６～11歳）、思春期（12～17歳）、青年期（18～29歳）、 

ポスト青年期（30～39歳） 

○基本的な生活習慣や規範意識等、自己形成のための支援を家庭、学校、地域が連

携しながら推進します。

○食に関する学習や体験活動の充実等を通じて、食育に関する取り組みを推進しま

す。

○基礎的・基本的な知識・技能の習得や学習意欲の向上、学習習慣の確立を支援し

ます。

具体的な施策 

および事業 
内容説明 

対象 

実施課 乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

青
年
期

ポ
ス
ト

青
年
期

１ 
品川教育検討委員会

における検討 

区立全小学校、中学校および義務教育

学校における一貫教育の推進および、

今後の教育課題等への対応について、

学識経験者、区立学校長、保護者・地

域関係者等で組織する委員会で検討

を進めています。 

○ ○ 指導課 

２ 
家庭の教育力の向上

支援 

小・中学生の子を持つ保護者である親

への子育てのヒントとなるように「し

ながわ子育て応援歌」を作成・配付し、

また、親の子育て力・家庭力の向上を

目指し家庭教育に役立つような講演

会を開催しています。 

○ ○

庶務課 

指導課 

教育総合

支援セン

ター 

３ 教員の区独自採用 

区の教育施策の原動力となる教員を

長期的かつ継続的に育成するため、区

固有の教員を採用しています。 

○ ○ 指導課 

４ 
学力定着度調査の実

施 

義務教育段階における知識・技能等に

関する学力定着度調査を実施し、その

結果を経年で把握することで、児童・

生徒一人ひとりの学力の向上を図り

ます。 

 ○ ○   指導課 

（１） 基本的生活習慣の形成と確かな学力の定着を目指す

基本方針１（１） 基本的生活習慣の形成と確かな学力の定着を目指す

１  すべての子ども・若者の健やかな成長と社会的自立への支援
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具体的な施策 

および事業 
内容説明 

対象 

実施課 乳
幼
児
期

学
童
期

思
春
期

青
年
期

ポ
ス
ト

青
年
期

５ 総合教育会議 

区長と教育委員会が教育に関する課

題等について、協議・調整を行い、相

互の連携を強化し、より一層の民意を

反映した教育行政を推進するため、品

川区総合教育会議を開催しています。

○ ○ ○ ○ ○ 総務課 

６ 

私立学校（専修・各

種学校）の指導・監

督等 

特別区における東京都の事務処理の

特例に関する条例に基づき、区内私立

学校（専修・各種学校）の指導監督等

を行っています。 

   ○  総務課 

７ 

食育を通じた健康づ

くり（各種教室、区

民への啓発） 

生涯にわたって健康に過ごすことが

できるよう、食に関する情報提供をホ

ームページやリーフレットで行って

います。また、妊娠期の食事や離乳食

等の教室を実施しています。 

○ ○ ○ ○ ○
各保健セ

ンター 

８ 
消費者育成および支

援（おもちゃの病院）

こわれたおもちゃを目の前で直すこ

とで、ものを大切にする気持ちを育み

ます。自己管理能力を身に付け、自立

した消費者として成長できるよう支

援しています。 

○ ○ ○ ○ ○
消費者セ

ンター 

基本方針１（１） 基本的生活習慣の形成と確かな学力の定着を目指す



15 

ジュニア・リーダー教室

地域の仲間と出会う場、過ごす時間～明日のキミはもっと輝く

ジュニア・リーダー教室は、区内在住の小学４年生から高校３年生を対象にした活動です。仲間と

力をあわせ、１年間のプログラムにそってレクリエーション活動やキャンプなどの野外活動、宿泊体

験にチャレンジしていきます。こうしたふれあい経験、自然体験から、子どもたちが思いやりや助け

合いの精神を身につけ、地域や学校で主体的に活動できるようになることをねらいとしています。

遊びを通じて責任や役割を知り成長していく

ジュニア・リーダー教室は、１年を通じた活動ですので、子ども 

たちの変化していく姿がよくわかります。 

その中で感じるのは、異なる年齢の子どもたちが交流し、一緒に 

活動することは大変貴重な経験だということです。子どもたちは、 

上級生の振る舞いを見て、あるいは後輩ができて、責任や役割とい 

うことを知り、成長していきます。また、キャンプや飯ごう炊さん 

など、普段できない体験ができるのもジュニア・リーダー教室の特 

徴です。学校とも違う、塾とも違う活動の場を持つことで、新しい 

友だちと出会い、発見があり、視野も広がるのではないでしょうか。 

リーダースタッフとして教室運営に携わる

ジュニア・リーダー教室の運営には、リーダースタッフの存在も 

欠かせません。リーダースタッフは、子どもたちのために活動した 

いという熱意ある若者（18 歳～概ね 35 歳）を青少年委員会が採用しています。多くの教室卒業生

がスタッフとして加わることで、彼らが受講生時代に培った経験を、後輩へと伝承していきます。

column 1

（品川区青少年委員会）

22 
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＜主な事業＞ 

妊娠期からの相談事業

子どもを安心して健やかに産み育てるために、身近で気軽に相談できる場をつくり、ネウボラ相談

員が適切な機関への橋渡しを行うなど、妊娠・出産・育児の切れ目のない仕組みを整え、全ての妊産

婦、子育て家庭を支援します。 

①妊産婦ネウボラ相談員 全妊婦面接（各保健センター） 

   妊婦全員を対象とした妊娠期からの相談事業を、平成27年 11月より開始しました。助産師 

  等の相談員が保健センターで面接を行い、支援のニーズを把握した上で区の母子保健、子育て情

報を載せたサポートプランを全員にお渡しします。初回の面接後に、お祝い品を贈呈しています。

平成28年 6月から、おおむね産後1カ月までに、電話による状況把握・相談を実施しています。 

②子育てネウボラ相談員（子ども育成課） 

   東品川・大井倉田・平塚・冨士見台・八潮児童センター（5カ所）に、保健師、看護師、保育 

  士等の相談員を配置し、子育て全般の相談、子育てサービス情報の提供、他機関へのつなぎを行 

います。また、希望者にはサポートプランを作成し、育児に伴う不安の軽減を図ります。 

産後の家事育児支援のヘルパー等利用助成（子ども育成課）

心と体のケアに対応できる家事・育児支援のヘルパー（区と連携）の利用に対して、サービス利用

費の一部を助成します。 

対象：区内在住の生後6カ月になるまでの乳児の母親 

助成内容：1人あたり20時間までの利用費（1時間につき2千円を上限）※多胎児は40時間 

プランニング料（1回限り千円） 

産後ケア事業（保健センター）

産後の母体管理や具体的な育児・授乳の方法および相談等に助産師が応じます。

しながわネウボラネットワークの構築概念図

しながわネウボラネットワーク

（子ども育成課）

column 2 

23 
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適応指導教室では、様々な理由により不登校および学校不適応の状況にある子どもたちに対して、

学校復帰と社会的自立ができるようにしていくための支援を行っています。

マイスクール八潮

区立学校に在籍する不登校児童・生徒対象に学校以外の支援の場として、平成９年に開設 

しました。子ども一人一人が、１日の活動の目標（マイプラン）を立て、漢字や計算を中心 

とした教科学習、校外体育学習や菜園活動等の体験活動、子ども同士や指導員、地域等と 

かかわる交流活動など様々な活動に取り組んでいます。

＜時間割＞（週５日）

 月  火  水  木  金 
8:50～9:20 マイスクールタイム 

10:50～11:10 算数・数学 算数・数学 国語 国語 社会 

マイスクール五反田

「マイスクール八潮」に続く、２ヵ所目の適応指導教室として、平成２８年６月に開設しま 

した。生徒対象、個別学習を中心とした活動を行っています。「マイスクール五反田」では、 

教室への通室型支援に加え、在籍校の別室で学習を行う、アウトリーチ型支援（在籍校訪問支 

援）も実施しています。

＜時間割＞（水曜日を除く週４日）

9:00～ 9:15 朝の会  ／ 挨拶、目標設定、週・本日の計画 他 

9:15～10:00 まなびタイム① ／ 個別学習中心、ソーシャルスキルトレーニング 

10:05～10:50 まなびタイム②  

10:55～11:40 まなびタイム③  

11:40～12:00 振り返り／ 自己評価、報告 他  ＊清掃・片付け 

column 5

適応指導教室（マイスクール八潮・五反田） 

（教育総合支援センター）
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「安心できる、自信がつく、仲間ができる」がコンセプトです。

このフリースペースは、不登校や高校・大学中退、ニート、 

ひきこもりなど、様々な背景を持つ10代から20代を中心と 

した子ども・若者の居場所です。障害のあるなし、問題のある 

なし、どんな事情を抱えていようと、このフリースペースは誰 

でも自由に、そして無料で参加することができます。 

フリースペースなので、何をするのかは基本的には自由です 

が、机を並べて卓球をしたり、お互い持ってきたゲームで対戦 

をしたり、UNOやトランプや人生ゲームなどで盛り上がったり、 

いろいろな活動をしています。スタッフの呼びかけでちょっとしたアート講座をしたり、散歩に出か

けるグループもあります。勉強に不安がある子は、宿題を持ってきたり、試験勉強をすることもでき

ます。進学や就職についてスタッフと相談したり、気の合う仲間同士でおしゃべりに花を咲かせるこ

ともあります。 

フリースペースにはキッチンがあり、寄付でもらったインスタント食材や調味料、スナック菓子な

どがあるので、お腹が空いたら食事をすることもできます。近所のスーパーマーケットに買い出しに

行ってランチをみんなでつくり、ワイワイと食べることもしています。 

ここでは「学校に行きなさい」とか「ブラブラしていないで働きなさい」ということは一切言いま

せん。ですが、不思議なことに中学3年生の不登校の子どもたちは全員高校に進学し、毎日ヒマそう

にしていた若者が「バイト始めます」と言ってくることも少なくありません。そして、学校に戻った

子どもたちも、仕事を始めた若者たちも、放課後や仕事帰りにフリースペースに寄ってくれて、近況

を話してくれたり、時には悩み相談をすることもあります。 

学校や家庭とは違う役割を持った「サードプレイス（第三の場）」として、子ども・若者にトコトン

寄り添う「場づくり」を進めていきたいと思います。ぜひ一度のぞきにきてください。 

子ども若者応援ネットワーク

column 7

（子ども若者応援ネットワーク）

子ども若者応援フリースペース 

フリースペース
NPO法人 
パルレ

NPO法人 
夢の地図（みんなの家ゆめっこ）

NPO法人 
しながわチャイルドライン

NPO法人 
ウーヴ

NPO法人 
教育サポートセンターNIRE

NPO法人 
ふぁみりーサポートちきちきにじのふね

NPO法人 
ふれあいの家‐おばちゃんち

若者支援団体がネットワークを形成しフリースペースを運営

42
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品川区と国立大学法人東京学芸大学は、家庭 

の経済的な環境によらず、子どもたちが主体的 

に自己実現を図ることができるようにするため、 

相互の連携・協力体制を強化して、就学援助を 

受給している家庭の子どもを対象に学習支援事 

業に取り組んでいます。 

平成 29年 6月 12日には、「児童の学習機 

会の充実に関する協定」の調印式を行いました。

column 11

＜調印式の様子＞ 

濱野 健 区長(左)、出口 利定 学長

東京学芸大学と品川区との連携による学習支援事業(ＧＳＰ)

〈趣旨〉 東京学芸大学との連携を通して、経済的に困難な状況にある児童・生徒の学習支

援を行い、学習環境を整えることで、進路選択を広げ、教育機会の充実を図る。

事 業 内 容 

【対象】 

○ 自己実現に向け、主体的に努力している 

品川区立学校の６年生４０名   

【条件】  

○ 就学援助を受給している家庭の児童 

であること 

○ 将来の夢や希望をもち、高い学習意欲を 

もっていること 

○ 保護者が子どもの自己実現を応援しよう 

とする強い意志をもっていること。

【支援内容】 

(1)東京学芸大学の学生による学習支援 

①タブレット端末を活用したオンラインに 

よる学習支援（週2回） 

・原則として児童1名に対して学生1名 

・学習内容は、児童と学生の相談し、個別に

計画 

②学生・大学教員、附属学校教員等による 

対面による学習支援（月1～2回） 

・対話を取り入れた学習 

(2) 進学支援 

①東京学芸大学附属竹早中学校への進学 

（上限4名） 

②進学後の学習支援・進路相談

東京学芸大学との連携による学習支援

（指導課）

（子ども家庭支援課）
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青少年委員制度の歴史は古く、昭和 28 年発足当時から今に至るまで、青少年健全育成の推進役と

して区政の一翼を担ってきました。青少年委員会は、各地区からの推進を受けた方々で構成され、「希

望、輝く、未来へ！」を合言葉に、区内多方面にわたって青少年の健全育成活動を展開しています。

地域青少年の健全育成、指導育成、余暇指導、子ども会などの青少年団体の育成、青少年指導者に対

する援助を行うため、地域の青少年や青少年関係団体相互の連絡や環境づくりを実践しています。行

政と区民との橋渡し役として存在しており、その役割は今もなお重要なものとなっており、より一層

の活躍が期待されています。

役員会 

構成メンバー 会長、副会長、書記、会計 

役割     会の活動方針、予算などの立案 

運営委員会  

構成メンバー 役員、各部長・副部長 

役割     役員会からの提案を検討協議する 

各部からの提案を検討協議する 

定例会の議題の決定をする 

定例会 

構成メンバー 全青少年委員 

役割     役員、運営委員、各部会からの協議事項の決議 

行政、役員会、運営委員会、各部会より報告 

各部会を行い各部会活動内容の決定をする 

会計監査 

年に一回、委員会会計の監査を行い定例会にて報告する 

部 会  

育成部    ジュニア・リーダー教室の運営を中心に育成活動を行う 

事業部    親子キャンプ、クイズラリーなどの事業の企画運営を行う 

広報・研修部 青少年だよりの発行、委員会の PRと、委員資質の向上を目的に 

研修会の企画運営を行う

column 13

青少年委員会の活動

（子ども育成課）
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○本計画に基づく取り組みは、保健、医療、福祉、雇用、教育等多岐にわたってお

 り、それぞれの分野の専門性を活かした支援とともに、相互の連携を密にし、総

合的な支援を推進します。

○また、本計画は「社会的自立」の重要性に着目し、青年期の自立に向けて発達段

階に応じた支援を推進します。

○本計画においては、品川区のみならず関係機関における様々な子ども・若者支援

施策を取りまとめ、品川区の強みと今後取り組むべき課題を見える化しました。

○品川区には、長い歴史と伝統を持つ町会、自治会をはじめとして、ＮＰＯ法人な

 ど様々な活力ある団体が存在します。こうした地域資源を活かし、実情に応じた

 支援体制の推進を目指します。

○すべての子ども・若者が気軽に利用でき、困ったことがあれば相談できる拠点を

設置し、一層の環境整備に努めます。

○本計画における当事者である子ども・若者の意見を聴く機会の確保に努めます。

○子ども・若者の現状と問題の所在を的確に把握するため、調査・研究を行ってい

きます。

○本計画の進行管理にあたっては、区民や地域団体等の幅広い関係者で構成される

 「青少年問題協議会」において、実施状況を把握・点検しつつ、その後の施策の

推進を図っていきます。

○本計画は、子ども・若者支援施策における基本となる計画であり、今後改訂され

る品川区長期基本計画との整合を図りつつ、新たな要素についても計画に柔軟に

取り入れていきます。

○今後も、区民にもっとも身近な存在として、実情に応じた切れ目のない支援体制

の整備を目指します。
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 品川区の「子ども・若者計画」は、青少年問題協議会の

内部に委員会を立ち上げ取りまとめたものであり、スタート

ラインに立ったばかりである。

 これまで、10年以上にわたって継続してきた「次世代育成
支援対策推進行動計画」は、平成 27年度から始まった未就学
児の子育て支援を中心とする「子ども・子育て計画」と合体

したが、品川区は学齢期以降青少年までの対策も重視し、別立ての計画策定に踏み切

ったのである。

 国は「子ども・若者育成支援推進法」を平成 22年に施行し、「子供・若者育成支援
推進大綱」を定め、東京都も平成 27年度に「東京都子供・若者計画」を策定してい
る。子ども・若者をめぐる環境の悪化に危機感を抱き、健やかな育成を目指すための

目的や理念をうたい支援策を体系化している。

 品川区の計画は、これらを踏まえてはいるが、いくつかの特色を出している。その

ひとつは、「社会的自立」の概念である。他者との関わりあいの中で、他者と共に育

っていくことが現実の姿であり「社会的自立と共生」を念頭に置いた。また、不登校

や退職が進学や再就職に不利になる日本の社会に対して「再挑戦が可能な社会」と言

う本来の在り方も目指している。「特別な支援が必要な子ども」は、ユネスコのサラ

マンカ宣言にあるように、障害のある子のみならず不登校や非行、外国籍の子なども

含めている。

 品川区は、児童人口の増加が多く、学童保育の充実や「八三運動」「まもるっち」

など地域主体の活動が活発であり、青少年対策も体験型重視である。電子コミュニテ

ィ主流の時代に、生身の人間が織り成すコミュニティが息づいており、世代を超えた

支えあいが生きている。理想論に終わらせず、実際の姿をベースに計画を取りまとめ

た。

 今回、計画の理念、基本方針の下に各種の施策を再整理し、分かりやすいコラムも

挿入した。ただし、短期間でまとめたため、国の作成したイメージ図のような入り口

としての「子ども・若者総合相談センター」や関係機関の「子ども・若者支援地域協

議会」は未だ存在しないし、当事者である子ども、若者の計画への参画も今後の課題

である。このような積み残しは自覚しているものの、委員会メンバーや事務局の努力

により船出することができたことを今は喜びとしたい。

 平成３０年３月

               専門委員会委員長
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品川区における青少年指導、育成に関する総合的施策の樹立に必要な調査・審議および 

施策の適切な実施に必要な団体・関係行政機関相互の連絡調整を図るため、品川区青少年 

問題協議会を設置しています。 

 本計画の策定にあたり、平成29年2月 9日（木）に開催の第217回品川区青少年問 

題協議会において、区長から青少年問題協議会会長に対し「（仮称）品川区子ども・若者計画」

について諮問され、品川区青少年問題協議会専門委員会において審議を重ねてきました。 

 答申案について、平成 29 年 9 月 12 日（火）から 30 日（土）までの意見募集を経て、

平成30年 2月 8日（木）に開催の第219回品川区青少年問題協議会において青少年問題

協議会会長から区長あてに答申されました。 

 区では、この答申を受け、平成30年３月に本計画を策定しました。 

「品川区子ども・若者計画」の策定経過

時期 内容 

平成 29年 2月 第 217回品川区青少年問題協議会（2/9） 

・諮問 

平成 29年 5月 第１回品川区青少年問題協議会専門委員会（5/9） 

・品川区の子ども・若者をめぐる現状と課題について 

・「（仮称）品川区子ども・若者計画（素案）」骨子の概要説明 

・専門委員による意見交換 

平成 29年６月 第 2回品川区青少年問題協議会専門委員会（6/23） 

・「（仮称）品川区子ども・若者計画（素案）」説明 

・専門委員による意見交換 

平成 29年 8月 第 218回品川区青少年問題協議会（8/1） 

・経過報告 

平成 29年 9月 パブリックコメント（9/12～9/30） 

平成 29年 12月 第3回品川区青少年問題協議会専門委員会（12/18） 

・パブリックコメントの紹介 

・「（仮称）品川区子ども・若者計画（案）」説明 

・専門委員による意見交換 

・子ども・若者育成支援に関わる講演会 

  講師：土井 隆義氏（社会学者、筑波大学人文社会系教授） 

平成 30年 2月 第 219回品川区青少年問題協議会（2/8） 

・答申 
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